
今月は自閉スペクトラム症と嗅覚に関する研究をご紹介します。職場で、自閉スペ 

クトラム症の従業員への理解や支援が求められるケースもあるかと思います。自閉 

スペクトラム症の場合、不安や抑うつなどのメンタル不調を呈しやすいことも知ら 

れています。本研究は自閉スペクトラム症の特徴（対人関係、コミュニケーション 

などのほか匂いや音、光などの感覚刺激に対する反応）のうち、嗅覚に着目した研 

究です。是非お読みください。 

 

 

自閉スペクトラム症と嗅覚 
 ―嗅覚誘発脳波の評価によって嗅覚処理の後期に認められた脳活動の違い― 
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 ASD は神経発達障害のひとつで、対人関係、コミュニケーション、興味の範囲 
の 3 つの場面に障害を持つほか、匂い、音、光など感覚刺激に対する反応にも特徴 
があることが知られています。しかし嗅覚については、脳における情報処理のどの 
ような段階に特徴を持つのか、まだ明らかにされていません。そこで東京大学大学 
院農学生命科学研究科の岡本特任准教授らは、脳活動の時間変化を詳細に捉えられ 
る脳波を用いて ASD 者と健常者の嗅覚誘発脳波を比較しました。14 名の ASD 者 
と 19 名の健常者の匂いに対する嗅覚誘発脳波を比較したところ、匂い呈示後 542 
ミリ秒以降の、時間的に比較的後期の処理において違いが認められました。またそ 
の違いは、楔部や後帯状皮質などの、嗅覚以外の感覚刺激の処理にも関与する脳領 
域の活動の違いに由来することが推定されました。これらの結果から、ASD 者の 
嗅覚処理では、脳における高次の認知処理に違いがある可能性が示唆されました。 
現在まで、当事者やその保護者に、感覚刺激に対する日頃の反応について尋ねたア 
ンケートなどから、ASD 者の嗅覚特性は健常者と異なることが報告されていまし 
たが、本研究によって脳波検査においても異なることが明らかになったことで、今 
後 ASD 者の病態についての理解が深まり、より適切な支援の足掛かりとなること 
が期待されます。 
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